
＜色別表示の見方＞
■：目標の推移が「順調」
■：目標の推移が「概ね順調」

　第１章　たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保存・継承と発祥

No.

目
安
値

8,864 9,023 9,182 9,341

実
績
値

9,889 10,916 11,801 11,100

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

39,075 39,306 39,538 39,769

実
績
値

35,802 35,802 27,040 35,467

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

70 72 75 77

実
績
値

78 87 31 81

評
価

順調 順調 遅れている 順調

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

考古学教室参加者へアンケート
を実施し、参加者ニーズを踏ま
えた教室（勾玉づくり）を開催
したところ大幅な増加となっ
た。実績値は順調に推移してお
り、計画最終年度の目標の達成
が見込まれる。

文化財への関心を高めるため、
学校への出土品の貸出を行うな
ど、埋蔵文化財に触れる機会の
拡充を図るとともに、引き続き
アンケートを実施することによ
り、参加者のニーズに合った考
古学教室の開催に努める。

達成
見込
み

利用しやすい施設とするため、
コスモホールの施設修繕を進め
るとともに、文化事業を実施す
る者への補助制度（芸術文化活
動事業補助金）を継続する。

達成
見込
み

審議会意見
結果の分析 今後の方針

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

1

111
文化・芸
術

貸し館系施設の利用
件数

件／年
8,705
［H22］

9,500

3
少年考古学教室参加
者数

人／年
67

［H22］
80

本目標の対象施設となっていな
い市民創錬センターの完成によ
り使用できる施設が増えたた
め、利用者は前年と比較し減少
となった。しかしながら、芸術
文化への関心の高まりや高齢者
等の余暇利用など、貸館利用の
ニーズは高いことから目標値は
達成しており、計画最終年度の
達成も見込まれる。
（対象施設：生涯学習セン
ター、コスモホール、交流文化
館浅科）

第一次佐久市総合計画後期基本計画「目標」の進行状況（まとめ）

■：目標への進行状況が「やや遅れている」
■：目標への進行状況が「遅れている」

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

備考

展示・展覧会の企画を充実させ
るとともに、講演会やワーク
ショップなどの講座を引き続き
開催し、入館者の増加に取り組
む。

2
観覧系施設の延べ入
館者数

人／年
38,844
［H22］

40,000

旧中込学校は、平成26年度の全
期間と平成27年度の4か月間、
改修工事のため休館しており、
大きな減少要因となった。ま
た、他の施設に関しては、展覧
会等の企画の充実に取り組んだ
結果、若干の増加となってい
る。特殊要因はあったものの全
体では目標を大きく下回ってお
り、計画最終年度の達成は難し
いと見込まれる。

資料１－１

1 



　第１章　たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保存・継承と発祥（続き）

No.

目
安
値

2,940 3,080 3,220 3,360

実
績
値

2,750 2,500 2,800 2,800

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

335 351 368 384

実
績
値

309 328 228 296

評
価
遅れている やや遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

41 43 46 48

実
績
値

47 59 45 75

評
価

順調 順調 概ね順調 順調

目
安
値

8,184 8,263 8,342 8,421

実
績
値

11,033 10,135 10,989 11,078

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

5,242 5,256 5,271 5,285

実
績
値

6,025 6,073 5,711 5,987

評
価

順調 順調 順調 順調

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえて計画期間内の努
力をして欲しい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
見込
み

達成
見込
み

達成
見込
み

7

113
人権尊重
社会

人権教育・啓発事業
などの延べ参加者数

人／年
8,105
［H22］

8,500

区や学校・保育園等に対して、
学習会や講座について積極的な
呼びかけを行ったことで、参加
者の増加に結びついた。また、
人権・男女共生フェスティバル
時に著名な講師を招くことがで
きたことにより、参加者増加に
つながった。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

人権を尊重する明るいまちづく
りを推進するため、市民、学
校、行政などが一体となり、人
権講座、学習会を開催すること
で、人権意識の高揚を図る。

319
［H22］

400

3,500

112

6
空き家バンク掲載物
件の契約成立件数

件／年
39

［H22］
50

事業提携している宅建協会が独
自に移住セミナーを開催するな
ど、協力体制が強化されたこと
や、移住交流相談員を2名体制
とし、土日の対応を行ったこと
により、実績を大幅に伸ばすこ
とができた。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

利活用可能な空き家の掘り起こ
しによる空き家バンクの充実を
図るとともに、希望者のニーズ
に合った定住促進に努める。

隣保館活動などの延
べ参加者数

人／年
5,227
［H22］

5,300

広く市民に情報提供することに
より、目標とする成果は得られ
た。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

各隣保館で開催している講座等
を、それぞれ身近な地域の実態
やニーズに合わせた内容を取り
入れ引き続き実施する。

ボランティア団体の参加が増え
ていないことから、開催回数、
内容が限られており目標を下
回った。計画最終年度の目標の
達成は難しいと見込まれる。

マンネリ化を防ぐため、サロン
の内容を精査し、交流を生むイ
ベント事業はボランティア団体
が中心に、生活のサポート的内
容は行政も関わりながら、サロ
ンの回数も含め充実を図る。

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針

8

4

5
国際交流サロン延べ
参加者数

ポスターやチラシにＱＲコード
を入れるなど周知方法にも工夫
をしたが、駐車場の確保等の課
題もあり、来場者数は目標値を
下回った。
駐車場の確保や周知により、計
画最終年度の目標の達成を目指
すが、達成は難しいと見込まれ
る。

広報の仕方は、ＱＲコードで情
報を広げるとともに、メディア
等も利用しながら、各活動団体
からの周知も行う。また、会場
周辺を含め、参加しやすい環境
を整え、魅力的な内容を精査
し、参加者の増加を図る。

地域間交
流・国際
交流

国際交流フェスティ
バル延べ参加者数

人／年
2,800
［H22］

人／年

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

審議会意見施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

備考

2 



　第１章　たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保存・継承と発祥（続き）

No.

目
安
値

19.5 21.0 22.2 23.6

実
績
値

19.7 20.5 22.6 22.5

評
価

順調 概ね順調 順調 概ね順調

目
安
値

0.35 0.34 0.34 0.33

実
績
値

0.51 0.60 0.44 0.56

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

3.14 3.04 2.94 2.84

実
績
値

3.35 3.46 2.31 2.07

評
価
遅れている 遅れている 順調 順調

目
安
値

34 35 37 38

実
績
値

21 49 72 81

評
価
遅れている 順調 順調 順調

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

12 123
高校教
育・高等
教育

奨学金制度利用者数 人／年
32

［H22］
40

平成２５年度に償還方法が選択
できるように運用を変更し、利
用者数の増に努めた。実績値は
順調に推移しており、計画最終
年度の目標の達成が見込まれ
る。

平成２７年度に条例等の一部改
正を行い、平成２９年度の新規
償還者から一定の要件を満たし
た場合に償還金の一部免除を行
う。

達成
見込
み

0.36
［H22］

0.32

教育委員会設置の不登校等対策
連絡協議会による不登校対策提
言（H25）、事例集（H26・
27）の発信、学校の不登校担当
者を集めた担当者会議を年3回
開催（H26より）するなど教職
員のスキルアップや情報共有の
場を創出した。また、各学校で
は、担任一人で悩みを抱えず学
校がチームとして動く事で早期
対応に努めているが、目安値に
達していない。計画最終年度の
目標の達成についても難しいと
見込まれる。

学校や庁内関係部署、関係機関
との連携を密にし、児童の家庭
環境の大きな変化をいち早くつ
かみ、適切な対応をしていく。

日々の欠席状況の把握や生徒と
の教育相談の機会を定期的に設
けることなどに重点を置き、不
登校状況を未然に防ぐための努
力をしていく。

達成
見込
み

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

審議会意見

9 114
男女共同
参画社会

審議会などにおける
女性委員の登用率

％
18.1
［H22］

25.0

各課へ女性委員の登用に努める
よう推進しているが、女性委員
の登用率は伸び悩んでいる。
計画期間内の登用率は増加傾向
にあるが、計画最終年度の目標
の達成は難しいと見込まれる。

女性の意見を方針決定過程に生
かすため、意識改革に努めてい
るが、成果はすぐに表れるもの
ではなく、目標値に近づくよう
に機会あるごとに各課の協力を
呼びかけるとともに、一般公募
の中に率先して手を挙げ活躍し
ていけるような女性の人材育成
を図る。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位
平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針

目標の推移

11
中学校不登校生徒の
割合

％
3.24
［H22］

2.74

10

122 学校教育

小学校不登校児童の
割合

％

関係機関との連携をより深める
努力をしたところ、不登校生徒
の数は減少した。実績値は順調
に推移しており、計画最終年度
の目標の達成が見込まれるが、
今後も継続した対応が必要であ
る。

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

備考

3 



　第１章　たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保存・継承と発祥（続き）

No.

目
安
値

183,311 183,483 183,656 183,828

実
績
値

167,007 146,429 177,141 176,720

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

31,515 31,636 31,758 31,879

実
績
値

29,371 37,380 28,834 37,222

評
価
遅れている 順調 遅れている 順調

目
安
値

37,285 37,464 37,642 37,821

実
績
値

33,978 25,733 28,898 27,557

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

545,521 559,141 572,760 586,380

実
績
値

583,206 534,284 573,643 573,891

評
価

順調 遅れている 順調 概ね順調

平成26年7月の読書通帳の導入
による市民の継続した読書活動
の促進を行うとともに、平成27
年11月からはインターネット予
約も開始し、本を借りやすい環
境づくりに努めた。これらによ
りいったん減少した貸出冊数は
増加に転じているが、計画最終
年度の目標の達成は難しいと見
込まれる。

図書などの貸出し冊
数

冊／年
引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

183,139
［H22］

184,000

児童数は減少傾向にあり、平成
27年度には児童数が0になって
しまった区が2区あるなど、子
どもの育成会活動への参加延べ
人数は減少傾向となっている。
単独で育成会活動が困難である
区については、隣接区等と合同
で活動するなどの工夫も行って
いるが、計画最終年度の目標の
達成は難しいと見込まれる。

育成会活動や地域体験活動をさ
らに推進するためには、各地域
での育成推進員の資質向上に努
めるとともに、更なる育成会活
動の取組に対するアドバイスや
他地区との合同開催の提案等に
よる支援を推進する。

講座参加者へのアンケート調査
を実施することで市民ニーズの
把握に努め、魅力ある講座を企
画するとともに効果的なPRを実
施する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

15
公民館事業別延べ参
加者数

人／年
37,106
［H22］

38,000

32,000

佐久市文化事業団・中央公民館
等で前年度より15件多い新規イ
ベントを開催したことなどから
目標値を大きく上回った。引き
続き各所管課と連携し、事業の
開催と情報発信を行っており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

生涯学習の機会に関わる情報の
提供については、手法、場所等
の工夫を重ねて行く。

達成
見込
み

14

131 生涯学習

生涯学習市民のつど
いなどのイベント延
べ参加者数

人／年
31,394
［H22］

多様化する市民ニーズに対応し
た図書資料収集のため、適切な
選書を行う。また、市民の読書
活動推進と、図書館通いの習慣
化のためのきっかけづくりとな
るようなサービスを、今後もさ
らに工夫し、実施していく。

新規講座にも取り組んでいるも
のの、効果的なPR不足もあり、
参加者の増加に繋げることがで
きなかった。年々参加者が減少
傾向にあり、計画最終年度の目
標の達成は難しいと見込まれ
る。

16

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

審議会意見施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

13 124
青少年の
健全育成

各地区の育成活動へ
の延べ参加者数

人／年

531,901
［H22］

600,000

平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考
計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

4 



　第１章　たくましく心豊かな人材の育成と地域文化の保存・継承と発祥（続き）

No.

目
安
値

4,380 4,535 4,690 4,845

実
績
値

4,328 3,046 3,448 4,714

評
価
概ね順調 遅れている 遅れている やや遅れている

目
安
値

16,230 16,547 16,865 17,182

実
績
値

13,453 13,644 13,042 13,840

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

645,040 658,780 672,520 686,260

実
績
値

635,910 686,948 680,040 740,511

評
価

やや遅れている 順調 順調 順調

19
体育施設延べ利用者
数

人／年

人／年
4,225
［H22］

5,00017

132 スポーツ

スポーツ教室延べ参
加者数

631,300
［H22］

700,000

18
スポーツ大会延べ参
加者数

人／年
15,912
［H22］

17,500

大会の運営方法等工夫を重ねな
がら実施したことにより、増加
傾向となっているが、評価は遅
れている。今後大きな伸びは期
待できないため、計画最終年度
の目標の達成は難しいと見込ま
れる。

評価はやや遅れているとなった
が、教室数を増やしたり、教室
内容を見直す等により、目標値
の達成が見込めるところまで来
ている。今後も予定されている
教室の周知等を進めることによ
り、計画最終年度の目標の達成
が見込まれる。

より市民が参加しやすい教室に
するため、今後も市民ニーズに
合った教室の開催を推進する。

達成
見込
み

審議会意見施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

参加者が増える大会となるよう
参加資格や対象年齢、大会運営
方法等について検討する。

佐久総合運動公園マレットゴル
フ場で年間券を新設するなど、
利用者ニーズに則した改善が、
延べ利用者数の増加に繋がっ
た。実績値は順調に推移してお
り、計画最終年度の目標の達成
が見込まれる。

利用率の向上と利用者数の増加
を図るため、体育施設の概要や
予約状況などの情報提供に努め
るとともに、施設の長寿命化計
画を策定する中で、計画的な施
設整備を実施していく。

達成
見込
み

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度

目標の推移

平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

幅広いスポーツへの門戸を開くよ
う、今後も引き続き施策の充実に
取り組まれたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。
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　第２章　ネットワークで築く地域の個性・特色を生かした多機能都市づくり

No.

目
安
値
実
績
値
26年度開業予定 26年度開業予定 27年3月14日開業 27年3月14日開業

評
価
実績値なし 実績値なし 達成 達成

目
安
値
実
績
値

28年度以降の開通 28年度以降の開通 平成29年度の開通 平成29年度の開通

評
価
実績値なし 実績値なし 実績値なし 実績値なし

目
安
値
実
績
値

未定 未定 未定 未定

評
価
実績値なし 実績値なし 実績値なし 実績値なし

目
安
値

5,431 6,131 6,831 7,531

実
績
値

6,127 7,440 8,034 8,280

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

60,297 61,067 61,837 62,607
実
績
値

62,635 64,160 65,219 67,136

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

6 9 13 16

実
績
値

16 17 17 19

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

115,830 118,123 120,415 122,708

実
績
値

108,768 103,595 103,023 104,871

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

審議会意見

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。ま
た、分かりやすく利用しやすい公
共交通体系の構築を進められた
い。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

20

211
高速交通
ネット
ワーク

長野新幹線の延伸
（長野－金沢間の開
業）

未開業
［H22］

開業

平成27年3月に金沢まで延伸開
業がされた。平成27年1月に政
府与党申し合わせで、敦賀まで
の完成目標が34年度とされた。

北陸新幹線金沢・敦賀間の早期
完成と大阪までの早期整備を促
進する。

21

中部横断自動車道佐
久南インターチェン
ジ－八千穂インター
チェンジ（仮称）間
の開通

未開通
［H22］

開通
本区間について、平成２６年４
月に国土交通省より平成２９年
度に開通と公表された。

２９年度開通に向けて、道水路
整備事業、中部横断自動車道調
整事業を進捗させる。併せて、
県施行の県道上小田切臼田停車
場線アクセス道の整備を促進し
ていく。

22

中部横断自動車道八千
穂インターチェンジ
（仮称）から長坂ジャ
ンクション（仮称）間
の整備計画格上げ

基本計画
区間
［H22］

整備計画
区間

計画段階評価が行われルート帯
案が決定し、対応方針案が発表
された。次に環境影響評価とな
り、整備計画区間への格上げの
段階となる。

中部横断自動車道の早期実現に
向けた提言活動を引き続き推進
する。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

23

212
地域交通
ネット
ワーク

幹線道路整備延長 ｍ
4,731
［H22］

8,231

湯原新田線、比田井の市道が予
定通り事業完了した。双方とも
に、確定延長は計画構想時に比
べ伸び、目安値以上となった。
既に目標値の達成が図られてい
る。

東西幹線第3期工区、長者原地
区のボトルネックの整備などに
より地域幹線道路の整備に努め
る。財源確保、コスト縮減に努
め、整備延長を確保する。

24
都市計画道路整備延
長

ｍ
59,527
［H22］

63,377
中部横断自動車道の整備が進ん
だことにより、既に目標値の達
成が図られている。

佐久南インター線、国道141号
線浅蓼大橋の4車線化に向けて
取り組んでいく。

25
アダプトシステム管
理箇所数

箇所
3

［H22］
19

街路新設に併せて地元団体等に
アダプトシステム事業の説明会
を実施したことにより、新たに
２団体が事業に参加し、既に目
標値の達成が図られている。

新設の道路以外の既存の道路に
ついても、アダプトシステム事
業の導入推進を図る。

26

達成
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

公共交通延べ利用者
数

人／年
113,538
［H22］

125,000

平成26年10月のダイヤ改正に
より、年々減少していた利用者
が増加に転じたが、市内巡回バ
スが曜日運行で利便性に欠ける
ことや車社会の進展により利用
者数の大幅増加とはならなかっ
た。
計画最終年度も運行体系は同一
であるため、目標の達成は難し
いと見込まれる。

高齢化の進行や市民ニーズの把
握、現状の検証等を基に新たに
地域公共交通網形成計画を策定
し、将来にわたって持続可能な
効果的・効率的な公共交通ネッ
トワークの構築を推進するとと
もに、鉄道との接続性の向上や
利用促進キャンペーン等の広報
活動を行い利用促進を図る。
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　第２章　ネットワークで築く地域の個性・特色を生かした多機能都市づくり（続き）

No.

目
安
値

2,368 2,399 2,430 2,461

実
績
値

2,378 2,386 2,404 2,418

評
価

順調 概ね順調 概ね順調 やや遅れている

目
安
値

20 40 60 80

実
績
値

32.46 46.18 78.24 78.24

評
価

順調 順調 順調 概ね順調

目
安
値
部分的策定 部分的策定 部分的策定 部分的策定

実
績
値
未策定 部分的策定 部分的策定 部分的策定

評
価
遅れている やや遅れている やや遅れている やや遅れている

目
安
値

331 373 416 458

実
績
値

909 1,658 771 777

評
価

順調 順調 順調 順調

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

審議会意見計画策定
時の値

27 221 土地利用 宅地面積 ha
2,337
［H21］

2,492

宅地への転換は進んでいるもの
の、目安値の伸びに比べて、実
績値の伸びが小さくなってお
り、経済環境や人口減少が影響
していると思われる。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

目標に向けて、引き続き宅地へ
の転換を促進するための取組を
進めていく。

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

28 222 市街地
跡部臼田線・龍岡城
駅線の整備率

％
0.4

［H22］
100

事業計画に沿って事業の進捗を
図っているが、計画最終年度の
目標の達成は難しいと見込まれ
る。

事業完了に向けて、今後も事業
を進めていく。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

30 231
高度情報
通信ネッ
トワーク

電子申請の件数 件／年
289
［H22］

500

　電子申請システムの活用促進
を行ったが、申請可能な項目
数、申請件数も微増であった。
　実績値は順調に推移してお
り、計画最終年度の目標の達成
が見込まれる。

市民生活の利便性と行政サービ
スの質の向上を図るため、シス
テム導入による効果を検討し、
さらなる利用項目、利用者数の
増加を図る。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

29 223
住宅・宅
地

住宅マスタープラン
の策定

未策定
［H22］

策定

公営住宅に関しては平成２６年
３月に佐久市公営住宅長寿命化
計画を策定し、公営住宅の維持
管理を推進している。
また、個人の持ち家が対象とな
る空き家対策計画については、
平成２８年度から現地調査を開
始することとなっているが、計
画最終年度の目標の達成は難し
いと見込まれる。

市の公共施設マネジメント基本
方針における公共施設再配置計
画や、第二次総合計画、さらに
県の長寿命化計画の見直し状況
等を勘案しながら、平成32年度
以降の長寿命化計画の見直しを
踏まえ、策定時期、内容につい
て検討する。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。
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　第３章　１００万経済圏を目指した産業基盤の強化と新たな産業の創出

No.

目
安
値

276 285 293 302

実
績
値

270 269 247 291

評
価

やや遅れている 遅れている 遅れている やや遅れている

目
安
値

30 40 50 60

実
績
値

36 43 55 68

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

17 18 18 19
実
績
値

21 22 21 23

評
価

順調 順調 順調 順調
目
安
値
実
績
値

評
価
目
安
値

111 112 113 114

実
績
値

99 99 90 88

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

644 678 712 746

実
績
値

430 520 513 集計中

評
価
遅れている 遅れている 遅れている

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

審議会意見計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

31

311 農業

認定農業者数 経営体
268
［H22］

310

認定要件の緩和、補助事業等に
おける認定農業者優遇措置の拡
大などの制度周知等により、認
定農業者数が増加した。
評価はやや遅れているとなって
いるが、増加傾向にあり計画最
終年度の目標の達成が見込まれ
る。

認定農業者の増加のみならず、
個々の規模拡大を図ることで、
安定的かつ計画的な農業経営に
資する農業者の増加に努める。

32 農業アシスタント数 人
20

［H22］
70

新規受講者、リピーターとも堅
調に推移し、アシスタント数が
増加している。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

広報を十分に行い養成数の増加
を図るとともに、養成したアシ
スタントの活用方法を確立し、
事業効果の増大に努める。

33 農業法人数 法人
16

［H22］
20

経営基盤の強化、安定化を図る
ため、法人化する農業者が増加
傾向にある。既に目標値の達成
が図られている。

国の事業等を利用しながら、法
人化を目指す農業者を支援す
る。

34

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組むとともに、農業の後継者の確
保や育成についても取り組まれた
い。

データは不明であるものの、今後
も引き続き施策の充実に取り組ん
でもらいたい。

35 312 水産業 佐久鯉出荷量 ｔ／年
110
［H22］

115

若い世代を中心に鯉を食べる習
慣が減少してきていることが大
きな原因であると考えられる。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

若い世代でも、食べやすいメ
ニューの開発や、和食に限らず
洋食・中華等での利用拡大が図
れるような消費拡大を検討して
いく。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

農畜産物産出額 億円／年
108
［H18］

110
データ入手
不可能

（本項目は、国が市町村別の統計調査を行っていたが、平成18年度調
査を最後に調査が行われなくなった。現在、全国市長会を通じて、国
に対し、調査の復活の要望を行っている。）

36 313 林業 森林整備面積 ha／年
610
［H22］

780

国の補助制度を利用し森林整備
を進めているが、長期にわたる
木材価格の低迷により、コスト
がかかる奥山等の整備が進まな
い状況となっているため、森林
整備面積の実績値が目安値に達
していない。
最終年度の目標達成は厳しいと
見込まれる。

木材の需要拡大に向け、森林組
合や県などの関係団体との協議
を進める中で、森林整備を推進
する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。
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　第３章　１００万経済圏を目指した産業基盤の強化と新たな産業の創出（続き）

No.

目
安
値

2,015 2,036 2,058 2,079

実
績
値

1,656 未集計 1,785 未集計

評
価
遅れている 実績値なし 遅れている 実績値なし

目
安
値

168 173 179 184

実
績
値

152 158 151 157

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

2,149 2,237 2,324 2,412

実
績
値

1,703 1,932 1,951 集計中

評
価
遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

116 120 123 127

実
績
値

73 110 123 135

評
価
遅れている 遅れている 概ね順調 順調

目
安
値

9 10 12 13

実
績
値

6 8 4 14

評
価
遅れている やや遅れている 遅れている 順調

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

審議会意見計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

インターネットや新聞雑誌など
による効果的な広告宣伝や、市
外で行われるイベントや販売促
進会議などで積極的にＰＲする
ことにより、観光誘客の促進を
図る。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

37 321
商業・
サービス
業

商品販売額 億円／年
1,994
［H19］

2,100

販売額は、平成26年度実績では
増加に転じているが目安値まで
達していない。
空き店舗対策や地域資源を生か
した商品の開発への支援など
行っているが、計画最終年度の
目標の達成は難しいと見込まれ
る。

魅力ある商店街の形成支援や、
健康長寿などの地域の特徴を生
かした商品開発を支援すること
により、魅力ある商品のブラン
ド化を図るとともに、積極的な
ＰＲに努めることにより、市内
外から多くの人を呼び込み、商
品販売額の増加を目指す。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

39 341 工業 製造品出荷額 億円／年
2,061
［H22］

2,500

平成26年度実績では、増加傾向
にあるが、目安値まで達してい
ない。
各種補助事業の活用の促進等
行っているが、計画最終年度の
目標の達成は難しいと見込まれ
る。

平成28年度策定の佐久市健康長
寿産業振興ビジョンに基づき、
既存産業の振興に加え、医療、
福祉関連産業等の振興に取り組
む。
併せて、各種補助事業の活用を
企業へ促し、目標達成に向け取
り組む。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。
特に、佐久圏域での周遊や外国人
観光客への対応を検討するととも
に、ペットを連れての旅行、映画
やアニメで取り上げられた場所へ
の旅行といった観光客の新たな
ニーズを踏まえた観光資源の発掘
や活用も検討されたい。

38 331 観光
市内への延べ入込客
数

万人／年
162
［H22］

190

入り込み客数は目標値には届か
なかったものの、ヒルクライム
佐久等の新規イベントや周年事
業を拡大して実施したことによ
り前年よりも数値が伸びた。
計画期間内の推移をみると、計
画最終年度の目標の達成は難し
いと見込まれる。

40

351
就労・雇
用

就職相談会参加者数 人／年
113
［H22］

130

就職ガイダンスの参加企業数の
増加や、就職支援員による学校
訪問により参加者は増加してい
る。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

参加企業数の増を図り、就職支
援員による、県内、首都圏及び
関東近郊の大学、短大等の訪問
によりPR活動を行い参加者増を
目指す。

41
インターンシップ実
施学生数

人／年
7

［H22］
15

受け入れ事業所として、情報
サービス系の企業が加わり、学
生のニーズとマッチングしたこ
とに加え、就職支援員による大
学、短大等の訪問による周知に
より増加した。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

学生のニーズと企業のマッチン
グが重要であると考えるため、
受け入れ事業所の増加を目指
す。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。
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　第４章　みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成

No.

目
安
値

14 15 15 16

実
績
値

10 16 13 20

評
価
遅れている 順調 遅れている 順調

目
安
値

19,976 20,857 21,738 22,619

実
績
値

20,000 23,781 24,369 24,520

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

8 11 14 17

実
績
値

11 12 14 15

評
価

順調 順調 順調 概ね順調

目
安
値

4 5 5 6

実
績
値

5 5 6 1

評
価

順調 順調 順調 遅れている

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

審議会意見

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

福祉サービス事業所に、計画を
作成する指定相談支援事業所の
開設について働きかけた結果、
事業所の増加につながったが、
相談支援専門員の資格取得に実
務経験年数を要すため、計画最
終年度の目標の達成は難しいと
見込まれる。

障がい（児）者の自立と社会参
加のため、相談支援事業所及び
相談支援専門員等と連携協力す
るとともに、引き続き相談支援
専門員の資格取得を促進し、相
談支援事業実施事業所の増加を
目指す。

43 412
高齢者福
祉・介護
保険

介護予防事業の延べ
参加者数

人／年
19,095
［H22］

23,500

一般高齢者施策である地区サロ
ンの立ち上げに向けた積極的な
働きかけにより、新規に立ち上
げた地区が増加するとともに、
既に実施している地区において
は開催回数の増加が見られ、健
康相談の人数が増加した。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

自立支援に資する機能回復訓練
などの高齢者本人へのアプロー
チに加え、生活環境の調整や地
域の中での居場所と出番づくり
等高齢者を取り巻く環境へのア
プローチを進めていく。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

42 411
福祉のま
ちづくり

福祉体験教室開催回
数

回／年
14

［H22］
16

多くの学校等に事業の目的を説
明し、協力を得て体験教室を開
催できた。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

今後も多くの学校に事業の目的
を理解していただき、体験教室
を開催することにより福祉の心
を育てる教育を推進する。

45 414

母子父子
福祉・低
所得者福
祉

高等技能訓練促進
費・自立支援教育訓
練給付金受給者数

人／年
4

［H22]
6

新たな利用者が無かったため、
減少した。
計画最終年度においては、前年
と比較すると利用者は増えてい
るが、目標の達成は難しいと見
込まれる。

母子家庭等の経済的な自立を支
援するため、広報やＨＰでの諸
制度の周知を図ることにより利
用拡大を図る。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

44 413
障がい者
福祉

相談支援事業実施事
業所数

事業所
5

［H22］
20

10 



　第４章　みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成（続き）

No.

目
安
値

1,772 1,829 1,886 1,943

実
績
値

1,080 1,286 1,228 1,391

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

25 24 23 21

実
績
値

20.89 25.12 24.89 22.25

評
価

順調 やや遅れている やや遅れている 概ね順調

目
安
値

23 21 19 17

実
績
値

26.6 25.4 25.1 集計中

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 実績値なし

審議会意見目標（項目） 単位

目標の推移

46

421 健康増進

ぴんころステーショ
ン延べ参加者数

人／年
1,715
［H22］

2,000

野沢山門市で実施しているス
テーションを栄養士会に委託し
たことや、地域集団検診の結果
報告会での栄養指導として行っ
ていたものが内容変更により実
施されなくなったことにより、
目安値には達していない。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

保健補導員会とタイアップした
講座など実施箇所の拡大を図
る。

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考
施策
コード

施策名

48 422 保健活動
メタボリックシンド
ローム該当者・予備
軍の割合

％
25.2
［H22］

15.2

特定健診・特定保健指導の実績
集計は毎年、次年度の10月末に
国保連の統計データから抽出さ
れるため、現時点では算出され
ていない。
ここ数年の傾向では、ほぼ横ば
いとなっている。医療機関での
個別健診や人間ドックなどの受
診者に対しては、事後指導や特
定保健指導の実施が難しいと
いった課題もあり、メタボリッ
クシンドローム該当者・予備軍
の減少まで至っていない。計画
最終年度の目標の達成は難しい
と見込まれる。

「新しい保健」で提言されてい
る早期発見・重症化予防を推進
するために、健診受診後のフォ
ローを行う。
また、喫煙・食生活・運動など
の生活習慣を改善する一次予防
活動や特定保健指導を中心に、
保健指導の充実に努める。医療
機関との連携を図り、指導ス
タッフの力量形成も行ってい
く。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

47
３歳児のむし歯保有
率

％
26.71
［H22］

20.00

むし歯判定の基準について、長
野県の通知により、平成25年度
から「サホライド塗布歯」の扱
いを、サホライド塗布の有無で
はなく、脱灰の有無により判定
をすることとなったため、むし
歯保有率が高くなり、目安値を
下回っている。
経年の変化を見ると、子どもの
歯の教室等の実施により、改善
傾向にあるが、計画最終年度の
目標の達成は難しいと見込まれ
る。

「2歳児歯っぴー教室」等、
様々な機会を有効に活用し、む
し歯保有率の減少を図る。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。特
に対象者が自覚を持てるよう工夫
をされたい。

11 



　第４章　みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成（続き）

No.

目
安
値

20 40 60 80

実
績
値

4.6 7.0 18.0 55.0

評
価

やや遅れている 遅れている 遅れている やや遅れている

目
安
値

92 94 96 98

実
績
値

91.78 93.48 93.48 93.57

評
価
概ね順調 概ね順調 やや遅れている 遅れている

目
安
値

97 98 98 99

実
績
値

97.80 98.00 98.00 98.00

評
価

順調 順調 順調 やや遅れている

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

審議会意見
備考

0
［H22］

100

1期工事・2期工事に分けて建物
を建設し、壁紙等の変色を防止
するために、内装工事は1期・2
期合せて最後に実施する予定の
ため進捗率は55％になっている
が、予定どおり平成29年1月に
はしゅん工、3月から運用開始
の予定であり、計画最終年度の
目標の達成が見込まれる。

病院建設については、引き続き
各工事が工期内に終えるよう監
督・検査を行っていく。
また、院内の引越しや開院式に
ついても関係各科（課）と連携
を図り準備を進める。

達成
見込
み

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針

51 431 母子保健
こんにちは赤ちゃん
事業における新生児
訪問率

％
96

［H22］
100

こんにちは赤ちゃん事業につい
て、出生届出時等で周知し、高
い訪問率を維持できている。訪
問拒否・不要の場合もあるが、
電話で様子を聞き、健診で確認
をしている。連絡がつかない場
合は、他部署と連携し安否確認
をした上で健診で児の健康状態
等を確認している。転出予定が
ある等、個々の事情により訪問
できない場合があり、計画最終
年度の目標の達成は難しいと見
込まれる。

生後4ヶ月以内に訪問できるよ
う、さらに取組を強化してい
く。

50 424
医療保
険・国民
年金

国民健康保険税収納
率（現年課税分）

％
90.26
［H22］

100

督促・催告状の発送・臨戸訪
問・全職員での滞納整理、未申
告者への申告勧奨を継続的に行
うことにより収納率は改善がみ
られるが、計画最終年度の目標
の達成は難しいと見込まれる。

専任徴収員や全職員での滞納整
理・臨戸訪問を行い滞納者との
早期折衝を図り、併せて滞納処
分を強化する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

49 423 医療
浅間総合病院第二次
整備事業進捗率

％

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。
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　第４章　みんなが生涯現役で住みよい健康長寿のまちの形成（続き）

No.

目
安
値

7986 8,065 8,143 8,222

実
績
値

8,753 8,857 8,261 8,029

評
価

順調 順調 順調 遅れている

目
安
値

15,239 15,379 15,520 15,660

実
績
値

14,370 14,206 15,264 16,986

評
価
遅れている 遅れている やや遅れている 順調

目
安
値

306,980 309,985 312,990 315,995

実
績
値

280,265 273,510 277,110 288,516

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。ま
た、利用者数の増加だけでなく質
の向上にも取り組まれたい。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

審議会意見
備考

計画策定
時の値

52

432
子育て支
援・児童
福祉

子育てサロンの延べ
利用者数

人／年
7,908
［H22］

8,300

少子化の影響や、3歳児未満の
保育需要の高まりなどにより、
利用者が減少している。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

育児不安の軽減を図るため、利
用者アンケートの結果や要望を
検討し、事業内容を工夫する。

54
児童館の延べ利用者

数
人／年

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析

303,975
［H22］

319,000

新小学校の開校に併せ、児童館
が１か所増えたことと、児童館
行事に子どもたちが企画や運営
に参加することにより親しみや
すい児童館運営を行った結果、
児童数が減少する中、利用者は
増加した。
しかしながら、目標値に対して
は大きく遅れており、計画最終
年度の目標の達成は難しいと見
込まれる。

今後も児童に行事の企画に参加
してもらうなど、児童が継続的
に楽しく来館できるような工夫
を図るとともに、地域ボラン
ティアとの連携や、各種研修へ
の参加等による児童館職員の質
の向上を図り、保護者が安心し
て子どもを児童館に通わせられ
る環境づくりに努める。

今後の方針

53
つどいの広場の延べ
利用者数

人／年
15,099
［H22］

15,800

参加者から要望の多い講座を実
施することにより、参加者が増
加した。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

H28年度から開催場所を増やし
て実施する。実施内容について
も利用者からの意見やアンケー
トを参考に工夫し、今まで以上
に身近な場所で気軽に利用でき
る事業として実施する。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

13 



　第５章　水と緑きらめく自然と共に生きる快適環境の創出

No.

目
安
値

229,577 220,012 210,446 200,881

実
績
値

234,346 232,069 227,254 219,159

評
価
概ね順調 やや遅れている やや遅れている 遅れている

目
安
値

413,558 415,168 416,779 418,389

実
績
値

386,238 348,927 332,810 238,105

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

8.32 8.69 9.07 9.44

実
績
値

8.11 8.49 8.76 8.76

評
価

順調 概ね順調 やや遅れている 遅れている

目
安
値

21,025 20,667 20,308 19,950

実
績
値

20,297 19,621 19,487 19,468

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

5,171 5,046 4,920 4,795

実
績
値

5,754 5,705 5,725 5,640

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考
施策
コード

施策名 目標（項目） 単位
目標の推移

審議会意見計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

平成28年12月にセンターハウ
スの改修、隣接地に温水利用型
健康運動施設がオープンする。
相互施設の連携を図り指定管理
者と協議し利用者の増加に繋げ
ていく。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

55 511 環境保全
市内家庭の総消費電
力

MWh／年
239,143
［H22］

191,315

省エネやクールシェア・ウォー
ムシェア等の啓発により、市民
生活においても省エネ行動は意
識され、総消費電力量は着実に
減少しているが、日常において
一定のエネルギー量は必要であ
り、計画最終年度の目標の達成
は難しいと見込まれる。

佐久市地球温暖化対策実行計画
の地域編となる省エネルギー行
動計画を策定し、具体的な目標
を定める中で、家庭でできる取
り組みや学校教育における環境
学習メニューの充実を図り、温
室効果ガスの排出削減に向けた
省エネルギー行動を促進する。

57 都市公園の整備面積 ㎡／人
7.94
［H22］

9.82

佐久総合運動公園の整備を進め
ているが、公園の整備面積の増
加はなく、実績値は昨年と同様
であった。
計画最終年度においても佐久総
合運動公園整備を進めるが、新
たな公園面積の増加は見込め
ず、目標の達成は難しいと見込
まれる。

佐久総合運動公園に計画されて
いる野球場とクロスカントリー
コースの整備を進めるととも
に、一本柳地区の街区公園の整
備を推進する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

56

512

街並み緑
化・公
園・景観
形成

平尾山公園の入場者
数

人／年
411,947
［H22］

420,000

H27は平根発電所改修による施
設の閉鎖、酷暑や暖冬の影響に
より利用者が大幅に減少した。
計画期間を通して減少傾向であ
り、計画最終年度の目標の達成
は難しいと見込まれる。

59 事業系ごみの排出量 ｔ／年
5,296
［H21］

4,670

可燃ごみは、前年度に比べ80ｔ
減少（△1.4%）しているが、依
然資源化可能な紙類が可燃ごみ
に多く含まれているため、目標
達成には大きく遅れている。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

事業系ごみ袋販売の際に市役所
窓口で分別徹底の指導や、焼却
施設への搬入ごみ検査、前年度
比排出量増加事業所への訪問指
導するなど、ごみの減量と資源
化の啓発を強化する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

58

521 環境衛生

家庭系ごみの排出量 ｔ／年
21,384
［H21］

19,591

生ごみの堆肥化、雑がみの資源
化の周知徹底により可燃ごみが
減少している（前年度に比べ
141ｔ減少）。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

生ごみの堆肥化、雑紙の資源化
による可燃ごみの減量化とごみ
分別の徹底について、広報や
ホームページ等を活用し啓発す
る。

達成
見込
み

14 



　第５章　水と緑きらめく自然と共に生きる快適環境の創出（続き）

No.

目
安
値

85 86 88 89

実
績
値

84.2 83.7 83.8 84.4

評
価

やや遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

17 19 20 21

実
績
値

16.9 16.4 20.3 22.8

評
価
概ね順調 遅れている 順調 順調

目
安
値

2,951 2,971 2,992 3,012

実
績
値

2,946.3 2,952.8 2,955.9 2,958.0

評
価
概ね順調 やや遅れている やや遅れている 遅れている

目
安
値

88 89 89 90

実
績
値

89.5 90.6 91.5 92.6

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

97 98 99 99

実
績
値

97.11 97.09 97.17 97.25

評
価

順調 やや遅れている やや遅れている 遅れている

審議会意見計画策定
時の値

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

目標の推移

評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

61 水源余裕率 ％
16.2
［H22］

22.0

水源余裕率が増えた要因は、節
水意識の向上や人口減少と思わ
れる。年間使用量の減少に伴
い、1日最大配水量が減少し、
確保している水源水量の余裕が
できた。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

将来に向け安定した水の供給を
維持していくため、適正な水源
水量の確保に努める。

達成
見込
み

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

60

522 上水道

上水道有収率 ％
84.0
［H22］

90.0

老朽化した施設等による漏水の
調査等の有収率向上対策を促進
している効果により改善が見ら
れるが、目標達成には大きく遅
れている。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

水資源を有効に活用するため、
漏水防止の施策に継続して取り
組み、漏水量の低減を図るとと
もに有収率の向上に努める。

平成28年度
末の目標値

3,032

平成27年度は西屋敷地区、荒宿
地区などの整備を行い面積は増
加しているが、現在農集、コミ
プラ地区と公共下水道の統廃合
事業を優先しており、下水道整
備面積は目標値を下回ってい
る。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

財政面も含めて未整備地区の優
先順位を考慮し、整備促進を
図っていく。

64
下水道使用料収納率
（現年分）

％
96.8
［H22］

100

現年度分収納率は年々伸びてい
るものの、一部の未納者が固定
しているため、決定的な収納率
向上に繋がっていない。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

引き続き収納率向上を図るた
め、民間の技術や経験の活用を
図るとともに、上水道関係機関
との連携強化を図る。

2,931
［H22］

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

63 水洗化率 ％
86.9
［H22］

90.9

未接続区域への整備が進み、宅
内工事をする世帯が増加したた
め、水洗化率は順調に伸びてい
る。
既に目標値の達成が図られてい
る。

公共下水道区域の未接続世帯を
対象に戸別訪問を実施し、水洗
化の促進を図る。

達成
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

62

523 下水道

下水道整備面積 ha
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　第６章  市民生活の安全確保と市民満足度の向上

No.

目
安
値

232 234 235 237

実
績
値

232 233 235 235

評
価

順調 概ね順調 概ね順調 やや遅れている

目
安
値

162 181 201 220

実
績
値

134 122 145 160

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

66 74 83 91

実
績
値

93 96 101 110

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

54 47 39 32

実
績
値

64 43 68 48

評
価
遅れている 順調 遅れている 遅れている

目
安
値

11,554 12,665 13,777 14,888

実
績
値

15,563 11,068 12,968 13,202

評
価

順調 やや遅れている 概ね順調 やや遅れている

16,000

市内幼稚園、保育園、小中学校
及び各地区老人クラブに安全教
室開催の要請を行った結果、2
年連続の参加者増となった。
しかしながら、目安値には達し
ておらず、大幅な増加は困難な
ため、計画最終年度の目標の達
成は難しいと見込まれる。

老人クラブ等と連携した交通安
全教室の開催、高齢者宅への家
庭訪問等効果的な啓発活動を推
進し、交通安全意識の向上を図
る。

69 613 交通安全
交通安全大会、各種
講習会などの延べ参
加者数

人／年
10,442
［H22］

火災予防のビラ配布、一人暮ら
し老人への火災予防週間、気象
乾燥時の野焼注意の広報等の予
防消防活動により、建物火災が
前年比9件の減少（Ｈ27：20
件）、その他（野火等）火災も
6件減少（Ｈ27：24件）した。
住民の火災に対する注意の高ま
りが発生件数の減少につながっ
たと考えられる。
発生件数の減少に努めるが、計
画最終年度の目標の達成は難し
いと見込まれる。

今後も防火訓練や広報活動の実
施により、市民や事業所の防火
意識の高揚を図る。

68 火災発生件数 件／年
61

［H22］
25

67

612
消防・救
急

消防団協力事業所数 事業所
57

［H22］
100

消防団協力事業所に対する県税
の優遇制度・市の入札優遇制度
の効果や災害時における消防団
活動の重要性が広く理解された
ことにより、既に目標値の達成
が図られている。

目標値に達してはいるが、今後
も消防団協力事業所の募集につ
いて、引き続き呼び掛けを行っ
ていく。

達成

66
地域自主防災訓練実
施区数

区
143
［H22］

239

地域の防災意識の高まりにより
多くの自治会で組織形成された
が、様々な事情により組織形成
をしていない自治会もあり目安
値には達しなかった。計画最終
年度の目標の達成は難しいと見
込まれる。

自治会の役員などに、組織を形
成することの大切さを、出前講
座や、合同訓練などを実施しな
がら呼びかけて行く。

65

611 防災

自主防災組織設置区
数

区
230
［H22］

結果の分析 今後の方針

239

東日本大震災後、市で作製した
ハザードマップを全戸配布する
など、防災意識の高揚に努めた
ところ、訓練実施区数は増加傾
向にある。しかしながら、訓練
内容がワンパターンであると
いったことから継続した訓練実
施が行われないなどの課題もあ
り、目安値には達していない。
増加傾向にあるものの遅れてお
り、計画最終年度の目標の達成
は難しいと見込まれる。

訓練の大切さや、必要性を理解
してもらえるよう、関係機関な
どと協議し、広域的な訓練も視
野に入れ実施できるよう検討す
る。

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位
平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 備考

目標の推移

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

審議会意見

効果的な防火意識の啓発に努める
とともに、引き続き目標の達成に
向け、今後の方針を踏まえ努力さ
れたい。
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　第６章  市民生活の安全確保と市民満足度の向上（続き）

No.

目
安
値

1,030
（814）

981
（775）

933
（737）

884
（698）

実
績
値

872
（686）

933
（717

738
（573）

710
（524）

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

40 45 50 55

実
績
値

26 31 37 33

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

60 120 180 240

実
績
値

97 120 139 163

評
価

順調 順調 概ね順調 遅れている

目
安
値

2 4 6 8

実
績
値

6 1 13 16

評
価

順調 やや遅れている 順調 順調

目
安
値

5 6 7 9

実
績
値

5.4 5.4 5.6 9.3

評
価

順調 概ね順調 やや遅れている 順調

市民参加型市政の推進により、
市民の関心が高まっており、公
募委員割合は上がっている。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

10.0

72

621
協働のま
ちづくり

佐久市市民活動サ
ポートセンター登録
団体数

団体
−

［H22]

各種審議会の市民公募委員枠の
拡大を図るとともに、審議会の
日程等をホームページやＳＮＳ
を活用し、市民へ情報提供を行
い市政参加を促進する。

達成
見込
み

74
各審議会など全体公
募委員割合

％

平成26年度に交付対象経費が
20万円以上の高額補助枠と、
20万円以下の少額補助枠を設
け、市民が利用しやすいように
見直しを行ったところ、引き続
き活動団体が増加した。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

より多くの団体を支援するた
め、まちづくり活動支援金事業
の積極的なＰＲを行う。

73
佐久市まちづくり活
動支援金事業を活用
する団体数

団体／年
−

［H22]

300

広報活動を行ったため、登録団
体数は増加したが、年間に登録
する団体数は横這いであり、目
安値には達していない。
今後も広くＰＲし、登録の推進
を図るが、計画最終年度の目標
の達成は難しいと見込まれる。

ホームページ、フェイスブッ
ク、機関紙等を活用して広くＰ
Ｒし、新しく立ち上げる団体の
登録を推進する。

達成
見込
み

3.2
［H22］

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

70 614 防犯 犯罪発生件数 件／年
1,079
［H22］
（852）

35
［H22］

60

老人クラブなどの団体に消費者
被害防止講習会の開催の要請を
行ったが、必要性の周知や広報
不足から例年並みの開催数に留
まり、大幅に増加させることが
できなかった。他のイベント時
に合わせた消費者被害防止の啓
発を行うなど開催方法の検討を
進めるが、計画最終年度の目標
の達成は難しいと見込まれる。

71 615 消費生活
消費生活展、街頭啓
発、講習会などの実
施回数

回／年

835
（660）

振り込め詐欺等の特殊詐欺事件
は増加傾向にあるが、刑法犯全
体では減少傾向にあり目安値を
大きく下回っている。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。
（値は佐久警察署管内値のた
め。カッコ内に佐久市内値を記
載）

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位
結果の分析 今後の方針 備考

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

評
価

平成２４年度 平成２５年度

老人クラブを始め多くの団体等
に消費者被害防止講習会の開催
要請を行い、消費生活のトラブ
ルに関する知識の普及や意識の
高揚を図る。

夜間の犯罪防止のための防犯灯
設置をはじめ、地域と行政が一
体となった防犯体制及び活動の
更なる充実を図る。また、特殊
詐欺事件対策として、警察、防
犯協会等と連携し、被害防止を
図る。

達成
見込
み

目標の推移

平成２６年度 平成２７年度

10
今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

審議会意見
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　第６章  市民生活の安全確保と市民満足度の向上（続き）

No.

目
安
値

88 89 89 90

実
績
値

86.77 86.30 85.72 84.62

評
価
遅れている 遅れている 遅れている 遅れている

目
安
値

1 1 1 1

実
績
値

3 1 1 3

評
価

順調 順調 順調 順調

目
安
値

97.80 98.30 98.90 99.45

実
績
値

97.86 98.26 98.38 98.53

評
価

順調 概ね順調 概ね順調 やや遅れている

目
安
値

5 10 15 20

実
績
値

31 32 32 32

評
価

順調 順調 順調 順調

75

25

76

78 625 広域連携
定住自立圏による事
業実施数

事業
−

［H22]

77 624 行財政
市税収納率（現年課
税分）

％
97.25
［H22］

100

税負担の公平性と自主財源確保
のため、課税客体の的確な把握
に努めるとともに、納税環境の
整備を図り、納税者の納税意識
の高揚と収納率のさらなる向上
を図る。

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

都市化の進展とともに、区への
加入率も低下しており、共助の
精神は希薄化する傾向にある。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

区への加入は本人の意思が優先
されるため、コミニティの維持
強化の重要性の周知をするとと
もに、魅力あるコミュニティ活
動を支援するため、引き続き区
の活動費等に対して交付金を交
付する。

引き続き目標の達成に向け、今後
の方針を踏まえ努力されたい。

圏域住民の生活の利便性の向上
や圏域全体の活性化のため、佐
久地域定住自立圏共生ビジョン
に基づき事業実施しているが、
構成市町村との調整により、多
くの事業を同ビジョンに盛り込
むことができ、既に目標値の達
成が図られている。

現在の佐久地域定住自立圏共生
ビジョンが平成２８年度までの
ため、平成２９年度からの新た
なビジョンの策定に向け、事業
数の増加や事業内容の充実など
も含め、既に構成市町村と調整
に入っている。引き続き圏域の
活性化と人口の確保に向け、取
組を推進していく。

達成

専任徴収員による戸別訪問徴収
の実施や換価性の高い債権(給
与、預貯金等)の重点的な差押
え等を行っており、上昇傾向に
はあるが、目安値には達してい
ない。
計画最終年度の目標の達成は難
しいと見込まれる。

施策
コード

施策名 目標（項目） 単位

623 施設／年公共施設
新規指定管理者制度
導入施設数

622

1
［H22］

コミュニ
ティの育
成

区への加入率 ％

1

90.00
87.57
［H22］

計画策定
時の値

平成28年度
末の目標値

今後も引き続き施策の充実に取り
組まれたい。

グループホームしおなだ、佐久
南交流拠点施設、臼田健康活動
サポートセンターの管理運営に
ついて、指定管理者制度を導入
した。
実績値は順調に推移しており、
計画最終年度の目標の達成が見
込まれる。

指定管理者制度を適用させるこ
とにより、市民サービスの向上
や経費の節減等が図れることか
ら、積極的な制度の導入に向け
た調整を行っていくとともに、
より多くの民間事業者の参加を
促すことができるよう制度の見
直しを進めていく。

達成
見込
み

目標の推移

平成２６年度
評
価

平成２４年度 平成２５年度 平成２７年度 結果の分析 今後の方針 備考
審議会意見
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